





















羅・高句麗の軋轢、隋の高句麗遠征、唐の百済・高句麗への侵攻など、激動のときを迎える。唐・新羅連合軍との白村江 戦いで苦杯をなめた倭王権は、艱難を乗り越えるべく、律令制国家の形成 目指し、対内・対外的に様々な施策を発信する。とくに 対外的には 朝鮮半島の争いを勝ち抜き、唐の影響力を駆除した新羅を諸蕃とし 日本列島の東北・北海道と南九州のまつろわぬ集団 「蝦夷」 「隼人」と把握して夷狄とし、大宝元年（七〇一）成立の大宝令のなかに位置づけ、朝貢・服属を促した。本稿は、そこに至る過程のなかで、七世紀前後の倭王権 東北経営の一コマ
を描きたい。　
そこで、 『日本書紀』を紐解くと、渟足柵・磐舟柵の設置、







命した陸奥守をはじめとする東北官人の出自を辿ると、石川氏・紀氏・坂上氏など、七世紀前半、王権で勢力を奮った蘇我 と密接にかかわった氏族の人物が多いことに注目したい。しかも、彼らは、東大寺・廬舎那仏の鍍金に伴う天平産金以降の、征夷と産金が連動す 八世紀後半にひときわ輝いている。そもそも日本列島で金の需要が圧倒的高まったのは、六世紀中葉の仏教伝来に伴う造寺・造仏ラッシュ以降で、その中心に存在 のは蘇我氏であった。まして、東北の太平洋側は、天平産金 際に、聖武天皇が狂喜乱舞したように、当時の日本列島唯一の産金地帯 あった。そうだとすれば、時期を遡って、蘇我 金鉱開発をキーワードに、太平洋側の東北経営を思案できない 。　
以下の考察では、六世紀後半、仏教をめぐって勃発した

























































































































































物部守屋の敵対が決定的になっていたときの出来事であった。しかも、両者は、敏達 死去 伴い、 「馬子―用明」「守屋―穴穂部」を擁立し、王位継承争いに介入していく。この争いの最中、馬子の仏 政策に反対 立場を り 守屋と行動を共に ていた敏達大王の寵臣・三輪逆が 穴穂部と対立し、本拠の三輪山に籠るという事件が起こる（ 『日本書紀』用明元年（五八六）五月条） 。逆は、穴穂部が敏





























































































紀氏・大伴氏とい 蘇我氏と極めて近 勢力によって 行
































































































































の南部には、上総や常陸といった関東の太平洋側 移住した蘇我 が存在した が確かめられる。そもそも、部とは、王権の大王・王族や有力豪族に属し、労役を提供したり、様々な生産物を貢納したりす 集団のことで った。およそ六世紀後半から七世紀前半にかけて、本宮町高木遺跡群や桑折町沖船場遺跡群など、現在の福島県域でも関東
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国の蘇我部と丸子氏は、どちらも上総からの移住者で、陸奥国へ移住した背景 、蘇我氏か 金鉱開発の密命を受けていた可能性すら浮上する。 部は、陸奥南部にとどまらず、大崎平野・牡鹿半島といった当時の東北経営の最前線にまで、分布したとも憶測されよう。　
ところで、 〈史料四〉の宗何（蘇我）部池守の地盤の亘





とって交通の要衝であり、ここを抑えることによって蘇我氏は、海道のみではなく、山道への勢力伸張も企てた であろう。ただし、前述のように、東北 山道は、上毛野氏の撤退以降、物部氏の影響を色濃く感じさせる地域であった。中央においては、すでに用明二年（五八七） 、蘇我・物部の争いは、馬子が守屋を下したこと よっ 決着が付いていた。蘇我氏は、中央での争いを制したのち、太平洋沿いに関東・東北へ向か その ち、物部氏と つながりが強い山道へも歩みを進めたの ある。ここに、いわば、舞台を関東・東北 移した蘇我・物部対決 第二ラウンドが始まったと捉えられよう。　
そこで、興味深いのは、蘇我蝦夷の母が、物部守屋の妹









































市やおいらせ町付近へと到達する。これらの古墳群は関東のいわゆる終末期古墳とも類似する。そのなかには、八戸市丹後平古墳など七世紀前半に遡るものがあり、北日本海を北上した阿倍比羅夫よりも に、蘇我氏 影響 もと、関東 起点として、太平洋側においても北航が行われたことを窺わせる。 するならば、蘇我蝦夷が饗応した〈史料五〉の「蝦夷」には、仙台・大崎平野または北奥羽の太平洋側など 首長層が含まれ いたのではないか。ただし、〈史料五〉の直前、 「越辺蝦夷」の服属が伝わっている（ 『日本書紀』皇極元年九月癸酉条） 。むろん、倭王権による日本海の本格的 開発が進展した は、蝦夷・入鹿が倒れたのちの大化改新以降であるが、 〈史料五〉では、蘇我蝦夷のもとに、太平洋側と日本海側の双方の「蝦夷」が集ったとも考えられる。ともあれ、ここで謎として浮き彫りになるのが、太平洋側における七世紀前半 東北政策が、 『日本書紀』など 文献史料 残っていない とである。　
そこで、東北より北の世界の動きと倭王権との関係に目




































内石川は、もともとイシカ・イスカと呼ばれ、延喜式内社の壱須何神社があり（ 『延喜式』神名帳） 、現在も 阪府南河内郡河内町に 「一須賀」 の地名がみえる
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を積むうえでも重要視されたはずである。もちろん、七世紀前半の東北経営の中心に聖徳太子がいたならば、 『日本書紀』に語られてしかるべきである。しかしなが 、 『日本書紀』は、聖徳太子と東北 関係に一切触れておらず聖徳太子が東北経営を直接指揮しなかったことは事実であろう。それに対して、 中 兄皇子 渟足柵・磐舟柵の設置阿倍比羅夫の北航など のちの征夷へとつながる政策を施している。こうした北日本海 政策は、 『日本書紀』に詳細に記載されている。要する 『日本書紀』 は、 城柵の設置・征討軍の派遣といった征夷へ至 東北経営の出発点を、中大兄皇子のもと行われた大化改新以降の 日本海における政策と位置づけたのである　
ところで、ここで今一度留意されるのが、 「聖徳太子虚





















王権・国家の有力層にとっても同様に、情報漏れに留意しつつ、金鉱開発を行う必然性があった。秘密裏の産金活動と密接に関わっていたことも、 『日本書紀』に太平洋側の東北経営の記載がない要因の一つであろう。こ ことは、いかに東北の金資源の安定的確保が困難で かを物語る。不比等は、蘇我氏 東北経営を『日本書紀』から外 、
東北の金探査から発見・安定的確保の実現という最大級の出来事を、首皇子の手柄にすることによって、権力を安定させようと目論んでいたのではないか。こののち彼の構想は、聖武天皇が天平二十一年（七四九）陸奥国小田郡で産金の実現を高らかに宣言し こと よって、結実する。　
なお、延喜十七年（九一七）の成立といわれる『聖徳太






























にあたり、百済から招聘した寺工・鑪盤博士・瓦博士 画工などの監督役に任命されている（ 『元興寺伽藍縁起并流記資材帳』 ） 。また、物部守屋誅殺の ち、崇峻大王 対立

































































と、陸奥国内で活発に産金の行われた八世紀 半 鎮守将軍や陸奥守を歴任した石川名足 祖は 壬申の乱の功臣・蘇我安麻呂で、安麻呂は、倉山田石川麻呂 子・連子の息子であった。そして、伊治呰麻呂の乱 際 焼き討ちされた陸奥国府・多賀城を捨てて逃亡した国司 一人に 陸奥掾・石川浄足が出てくる（ 『続日本紀』宝亀十一年（七八〇）三月丁亥条） 。このとき 呰麻呂の標的となった 陸奥守・紀広純と牡鹿郡大領・道嶋大楯であり、宝亀年間の征夷が紀伊から三 最南端 牡鹿郡 結ぶ太平洋沿岸の人脈によって実施されていたことが知られ 。まさに 〈史料二〉の紀伊出身の大伴部押人の先祖が同行した東北進出を彷彿とさせる。さらに、坂上氏と道嶋氏とのつながりも目を見張り、道嶋嶋足の都での躍進の基盤を築いた近衛府




















を逞しくすると、その端緒となったの 蘇我氏が王権を通じて権力を手中にし、様々な仏教政策を施 た六世紀後半から七世紀前半と位置づけられ、八世紀か 九世紀前半にかけて、天平産金や気仙・胆沢へ 征夷を導く金鉱開発も、かつての蘇我系人脈を最大限に活用して行われた 理解できよう。　
他方、このような蘇我氏と近しい出自が多い国司たちに
比べて、北奥羽の在地 首長層は、なお、物部姓を与えられたり、名乗ったりするケースがみられる。しかも、物部姓をもつ首長層は、征夷の終焉した九世紀以降にまで確認され、古代国家が支えきれず放棄した志波城の故地




























奥州藤原氏の時期に至るまで、北奥羽特有の仏教文化を支え、神仏の習合した宗教儀礼・祭祀に深 携わっていたことが推測される。とすれば、古代国家は、そうした宗教観念をもつ地元の首長層に対して 自らの辺境鎮護とは異なる基層信仰をもつ集団として、物部姓を賜与したとは考えられないか。前に述べたように、六世紀後半の倭王権における「蘇我―物部」対立 一因は、単なる 受容の有無ではなく、仏教を含めた祭祀権 全般 掌握をめぐるもで、結果として、対立 制した蘇我氏がそ 実権を握った。むろん、当初、蘇我氏が中心にい 仏教政策は、大化改新以降の王権・国家にも受け継がれ、蘇我系官人を通して、東北へも辺境鎮護という形態で拡 っていく かしながら 北奥羽には、そうした辺境鎮護の思想 みならず平安時代後期までの長期間 基層信仰と宗教混合した観念が残っていたのである。この独特の信仰に基づく祭祀権を握っていたの 物部氏であったと理解できる。とするなら
ば、こうした宗教観念の醸成の過程で、彼らの記憶のなかに、自らの先祖 ちが、物部氏の影響を受けていたことが蘇ってきたことも想定されよう。さらにいえば、仏教受容をめぐり激しい葛藤を抱いた首長層にとって、物部姓をもつことは、北奥羽の在地社会のなかで一定 ステータスと成り得たのではないか。おそらく、彼らのような物部姓をもつ首長層に連なる集団こそ、在地に出自をもつ「蝦夷」と呼ばれた人々 後裔の一つであろう。　
そして、この九世紀以降の物部氏が根付く北奥羽こそ、














の太平洋側の東北経営について、考古学の成果を勘案しつつ、残された文献史料と出土文字資料などを紐解く とによって思案した。そこでまず、六世紀後半の「蝦夷」綾糟の服属を発端に、王権内部の蘇我・物部抗争の影響が東北へ及んでいくことを指摘した。そのうえで、 制し蘇我氏が東北へ勢力を伸張させていくさまを明ら した。　
この蘇我・物部抗争は、仏教の祭祀権をめぐる対立とも
いわれ、王権の仏教政策を握った蘇我氏は、豊富な金資源をもつ東北への意欲を鮮明にした。蘇我氏は、飛鳥寺の造
営などを媒介に、金に関する知識の豊富な渡来人ともつながり、のちの征夷大将軍・田村麻呂を輩出した坂上氏のルーツにあたる東漢氏や葛城氏以来王権と結びついていた忍海氏とも密接な関係 もっていた。そして、七世紀前半以降、太平洋側に宗何（蘇我）部を分布させながら 蘇我蝦夷・入鹿が王権内で権力を確立するころには、太平洋沿岸の海上交通を用いつつ、か り鋭く切り込み、天平産金の中心地となる牡鹿半島や大崎平野にも迫っていた。しかも、 「蝦夷」の抵抗がいよいよ激しくなった八世紀後半の陸奥守など東北に派遣された官人には、かつて 氏と深くかかわった石川氏・紀氏・坂上 など 任命されてお 、彼らの活躍と古代国家の征夷 産金が連動する。すなわち、蘇我系人脈を使った金鉱開発は、征夷の段階にも継続していたのである。　
以上のように、六世紀後半から七世紀前半の太平洋側の
東北経営やそれ以降の征夷・産金を蘇我氏との関係 浮かび上がらせると、このことが『日本書 』に一切記されていない理由も明らかにな すなわち、 『日本書紀』は蘇我氏の業績に批判的な立場を採っており 蘇我氏の東北経営は意図的に削除され みるべきであろう。は、皇太子・首皇子の即位の正当性を強化するという、八
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世紀前半の権力者・藤原不比等の意向を汲んで編纂されており、 「聖徳太子―中大兄皇子―首皇子」の皇太子ラインを強く創り上げている。また、不比等の父・中臣鎌足の功績を、最大級に評価している。要するに『日本書紀』は、蘇我蝦夷・入鹿を打倒した中大兄皇子と中臣鎌足 手によって行われた渟足柵・磐舟柵の設置、阿倍 羅夫の北航など大化改新以降の北日本海の政策を、古代国家の東北経営の出発点と位置づけたのである。　
ともあれ、いまだ謎多い七世紀前半の太平洋側に展開し










































































































































































































































































































































































































































































































略』 （集英社二〇一四年） 。また、菅野成寛氏は、清衡が、当時大宰府の日宋貿易によって、中国の様々な経典・教義を入手していた比叡山山門勢力を招請し、先進的 仏教文物を導入することで、中尊寺を建立したと指摘する（ 「平安
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期の奥羽と列島の仏教―天台別院・権門延暦寺・如法経進行―」 『兵たちの極楽浄土』高志書院
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